
 
 
 
 

 
 

2025 年度 第 2 回 浜松市総合教育会議 次第  

 
 

日時 : 2025 年 12 月 23 日(火)  15：30～ 

                    場所 : 庁 議 室 

 

 

1  開会 

 

2  市長あいさつ 

 

3  協議事項 

・学校における働き方改革について 資料 1 資料 2 

 

4  閉会 



市長 中野　祐介

教育長 野秋　愛美

教育委員会委員（教育長職務代理者） 田中　佐和子

教育委員会委員 神谷　紀彦

教育委員会委員 鈴木　重治

教育委員会委員 下鶴　志美

教育委員会委員 高木　邦子

※順不同、敬称略

役　職 氏　名

2025年度　第2回 浜松市総合教育会議　出席者名簿
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R2 R3 R4 R5 R6 R6-R2

45
( ) 11,393 11,435 10,962 9,257 8,458 2,935

- - 37.5% 31.4% 28.8% 8.7Pt

360
( ) 1,763 1,731 1,671 1,535 1,448 315

70.7% 69.6% 66.5% 59.3% 57.2% 13.5Pt

R2 R3 R4 R5 R6 R6-R2

45
( ) 9,518 10,297 9,938 10,057 9,459 59

- - 54.5% 54.1% 50.8% 3.7Pt

360
( ) 1,186 1,192 1,108 1,187 1,127 59

77.8% 77.3% 76.0% 74.7% 70.6% 7.2 Pt
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令和７年度 浜松市教職員 ストレスチェック等結果（抜粋） 

 

１ ストレスチェック集団分析結果 

 

＜全体＞ 

・ストレスチェック受験率 97.3％ （過去最高） 

・総合健康リスク 75 （過去最小） 

 

＜メンタルヘルス不調 予備軍の割合＞ 

項目 R6 R7 

・高ストレス者 7.2％ 6.6％ 

・健康状態「非常に不調」「やや不調」 29.7％ 26.9％ 

 

＜残業時間の業務＞ 

直近 1カ月の残業時間はどの業務が一番多いですか。 R6 R7 

授業準備・教材研究 29.0％ 30.1％ 

生徒指導・保護者対応 20.8％ 20.9％ 

部活 10.9％ 9.4％ 

その他 32.1％ 31.9％ 

残業はない 7.1％ 7.4％ 

（無回答） 0.2％ 0.2％ 

 

＜その他の設問＞ 

項目 R6 R7 

・初めて担当する業務「大きな負担」「負担」 38.5％ 38.5％ 

・直近 1カ月の睡眠満足度「非常に不満」「やや不満」 45.5％ 44.2％ 

・児童・生徒対応「大きな負担」「負担」 31.6％ 30.6％ 

・保護者対応「大きな負担」「負担」 38.8％ 36.7％ 

・情報共有「出来ていない」「全くできていない」 11.2％ 9.3％ 

・職場のハラスメント「しばしば」「時々」 11.5％ 11.8％ 

 

 

２ 教員特有の傾向 

・「心理的な仕事の負担（量・質）」は継続して高い 

・「職場の対人関係」「上司・同僚からのサポート」で支えられている 

・コーピング（ストレス対処）では「問題放置」「諦め」が目立つ 

・「マネジメントスキル（仕事の指示・段取り）」が以前からの課題 

 

 

資料２ 
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３ ≪参考≫本市教員に対するアンケート調査（令和７年８月実施）より 

 

調査の結果から負担軽減が求められる主な業務と「学校と教師の業務の３分類」 

 

Ⅰ 学校以外が担うべき業務 

・登下校に関する対応（登下校指導、あいさつ運動、スクールバス対応等） 

・学区等の防犯活動への参加 

・会計業務（学年会計、教科等での発注・購入）に関する業務 

・保護者、地域、外部団体が主催する行事への児童生徒の引率、指導 

 

Ⅱ 教師以外が積極的に参画すべき業務 

・外部からの調査に関する業務 

・学校からのお知らせ、たより等作成、配布発信業務 

・学校外からのお知らせ、配布物等の受付、配布 

・プールの管理等に関する業務 

・施錠管理、施設点検等、校内の施設設備管理業務（施設貸し出し業務含む） 

・保護者、地域等のボランティア等との連絡調整業務 

・家庭からの提出物の回収業務 

・部活動等に関すること（指導・引率・事務等） 

・備品、薬品等の準備や管理等に関する業務 

・熱中症対策業務 

 

Ⅲ 教師の業務だが負担軽減を促進すべき業務 

・通知表作成、指導要録作成など、成績処理等に関する業務 

・児童生徒の出欠管理、健康安全に関する業務（保護者連絡・確認等含む） 

・保護者、地域、外部からの相談、要望、問い合わせ等への対応 

・使用する教材（補助教材）の選定・採択・公表業務 

・自習監督等の助勤業務 
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